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仮想化による管理点の変化 

一人あたりが管理する 

単位台数の増加 



仮想化を取り巻く環境 

今後5年以内に国内サーバーの1/4が仮想環境となる 



ネットワーク機器も仮想化へ 

既存のシステム構成 仮想化技術で省力化 

ネットワーク機器の仮想アプライアンス化は発展途上 
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セキュリティの三要素と問題の変化 

災害 誤用 不正使用 

人災の増加 

仮想化を導入 (複雑化) 



1) スイッチへの過負荷 

Layer2セグメント上に 

スイッチの能力を超えた 

膨大なサーバーが接続 

Ethernetセグメント全体 

が不安定にとなる。 

原因の特定に時間を要す。 



2) ネットワークへの過負荷 

ネットワーク帯域不足 

そもそも想定していた 

以上の負荷が一気に 

ネットワーク全体へ 



3) ストレージへの過負荷 

・cronによる同時負荷集中 

・無作為なVM増設と集中 

予期しないシステム動作。 

設定変更の細密化。 



4) 仮想スイッチのループ 

物理的に見えない箇所で 

Ethernetのループが発生。 

全セグメントでストーム。 

ルーターの負荷も100％。 



5) 仮想マシンの紛失 

頻繁な仮想マシンの移動 

による物理マシンに対す 

る対応が確認不能へ。 

管理主体が不明確な仮想 

マシンが増加へ。 



5) 物理マシンの失念 

そもそも物理マシンが、 

どれであるかを失念する 

障害時の対応が遅れる。 
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性能限界の把握する 



仮想化との付き合い方を理解する 



仮想アプライアンスを理解する 



膨大な計算資源を最適に使う 



計算機の特性を理解する 

アプリケーション特性と計算機特性を一致させる 



広帯域で低価格なメディア選択する 



広帯域で低価格なメディア選択する 



広帯域化するデータセンター内通信 

並列処理が次世代の鍵を握る 



メディア毎のネットワーク特性を把握する 



ストレージの限界を理解する 



現場作業は、決して無くなりません。 
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ご清聴誠にありがとうございました 


